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ＵＳＢ接続 ＰＷＭパルス出力基板
製品型式 ＤＡＣＳ－２５００Ｋ－ＲＳＶ２４／ＲＣＰ２４

エンコーダ入力によるパルス幅操作機能 追加説明書

PWMパルス出力基板 DACS-2500K-RSV24 および DACS-2500K-RCP24 には、

パソコンからの指令によるパルス幅指定のほかに、ロータリーエンコーダ入力によるパルス

幅変化機能があります。

この機能により、パソコンからの指令によるPWMパルス幅を、ロータリーエンコーダスイッ

チなどを利用して手動操作で微調整することができます。また、手動操作した正確な値をパ

ソコンで読取ることもできます。

ＰＷＭパルス出力の基本機能は
DACS-2500Ｋ－RSV24/RCP24 取扱説明書を
ご覧ください。

ＰＷＭパルス出力の基本機能のみ使用される場合は
本資料をご覧いただく必要はありません。
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RCサーボなど

パソコン No.1 最大

No.24

USBポート

PWMパルス出力

DACS-2500K-RSV24
または

DACS-2500K-RCP24

エンコーダ入力による エンコーダ信号入力

操作が可能なのは

No.1からNo.12まで

最大12chのパルス出力です。

○ －－－ ○
No.1 最大No.12

ロータリーエンコーダスイッチなどを

回転させることにより、サーボ位置などを

手動操作で変更

操作した位置はパソコンで読取ることができます

図１ エンコーダ入力によるパルス幅操作機能概念図
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（１）パソコンからPWMパルス幅を指定
PWMパルス出力開始を指定

指定した周期とパルス幅のPWMパルスを出力

（２）PWMパルス幅変化を有効とする

エンコーダ入力によるパルス幅変更

増加（変化幅設定可）

減少（変化幅設定可）

（３）パソコンからPWMパルス幅を指定

それ以前のエンコーダ入力によるパルス幅変更とは関係なく

指定した周期とパルス幅のPWMパルスを出力

（４）エンコーダ入力によるパルス幅変更

（3）で指定したパルス幅から増加

（3）で指定したパルス幅から減少

図２ エンコーダ入力によるパルス幅変更機能の動作
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１． エンコーダ入力設定コマンド （PC DACS-2500Ｋ）

アスキーコード文字列 Ｑ × × × × × × ×

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｑ（大文字） エンコーダ入力設定識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

エンコーダ入力設定内容を指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0
本機能が有効なのはAグループの12chのみです。

bit23～2０ 必ず０とする

bit19 ONにてエンコーダ入力によるPWMパルス幅変化を有効

有効となったあとはbit18にて無効にするまで

有効が継続します。

bit18 ONにてエンコーダ入力によるPWMパルス幅変化を無効

無効となったあとはbit19にて有効にするまで

無効が継続します。

初期状態では無効となっています。

bit17 必ずON（１）とする

bit16 必ずOFF（0）とする

bit15～12 エンコーダ入力によるPWMパルス幅変化を有効/無効とし、

パルス幅読取りを行うチャンネル番号 0～11（16進数B）

bit11～4 PWMパルス幅変化量/有効/無効を指定するときは ０００。

bit11～8 を文字Ｒとすると、PWMパルス幅変化量の変更な
しで、PWMパルス幅データの読取りのみをおこなうことがで

きます。PWMパルス幅変化有効/無効の設定もありません。

PWMパルス幅読取りのみのコマンド例 Ｑ００２０Ｒ

bit 3～0 エンコーダ１カウントに対するPWMパルス幅変化量

エンコーダ１カウントとは下図のような4逓倍動作です。

A相

PWM

B相 パルス幅

増加方向

1カウント
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指定値 PWMパルス幅変化量

0 ： ±1/4
1 ： ±1/2

2 ： ±1 （初期値）

3 ： ±2

4 ： ±4

5 ： ±8

6 ： ±16

7 ： ±32

8 ： ±64

9 ： ±128

bit15～12で指定したチャンネル番号には無関係に

すべてのチャンネルに共通の値となります。

④ 区切りマーク

アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定します。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

動作

DACS-2500K-RSV24/RCP24基板は、基板識別ＩＤコードが一致する「エンコー

ダ入力設定コマンド」を受信すると、指定内容に従って、エンコーダ入力設定を実行

し、その応答として、後述のＵレスポンスとして、指定チャンネルのPWMパルス幅

データを送信します。
応答は不要な場合でも必ずホスト側で読取ってください。

（注）応答するPWMパルス幅は、DACS-2500K-RSV24の場合で、変化速度指定に

よりPWMパルス幅が変化中のときは、実際に出力しているPWMパルス幅では

なく、移動目標としているパルス幅となります。

エンコーダ入力により変化するのは、移動目標となるPWMパルス幅です。

送信コマンドの例 （1カウント）は４逓倍のエンコーダ1カウント分

Ｑ００Ａ０００２ ｃｈ０をエンコーダ入力有効とし、

PWMパルス幅変化量は ±1／（1カウント）とします。

変化量は全チャンネルに共通です。

Ｑ００Ａ２００３ ｃｈ２をエンコーダ入力有効とし、

PWMパルス幅変化量は ±2／（1カウント）とします。

Ｑ００６０００７ ｃｈ０をエンコーダ入力無効とし、

PWMパルス幅変化量は ±32／（1カウント）とします。

Ｑ００６２００９ ｃｈ２をエンコーダ入力無効とし、

PWMパルス幅変化量は ±128／（1カウント）とします。

Ｑ００２２００９ ｃｈ２のエンコーダ入力有効／無効を変更しないで、

PWMパルス幅変化量を ±128／（1カウント）とします。

Ｑ００２４Ｒ ｃｈ４のPWMパルス幅読取りのみを行う。
PWMパルス幅変化量の変更なし。
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２． PWMパルス幅応答データ形式 （DACS-2500Ｋ PC）

ご注意 本項にて説明するデータ形式は、パソコンから送信するコマンドではありません。

パソコンから送信する「エンコーダ入力設定コマンド」に、

DACS-2500K が応答するデータ形式を説明しています。

本機能が有効なのはAグループの12chのみです。

アスキーコード文字列 Ｕ × × × × × × ×

↑ ↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④ ⑤

① Ｕ（大文字） PWMパルス幅応答識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 大文字）

基板のディップスイッチ設定により決まる。

③ エンコーダ入力設定コマンドのエコーバック

④ PWMパルス幅 ０００～ＦＦＦ

エンコーダ入力設定コマンドで指定したチャンネルのPWMパルス幅の

１６進数表記

常に固定長です。

（注）応答するPWMパルス幅は、DACS-2500K-RSV24の場合で、変化速度

指定によりPWMパルス幅が変化中のときは、実際に出力しているPWMパル

ス幅ではなく、移動目標としているパルス幅となります。

⑤ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

対応するコマンドの末尾と同じコードを返します。

動作

DACS-2500Kは、基板識別ＩＤコードが一致する「エンコーダ入力設定コマンド」

を受信すると、本形式にて、指定したチャンネルのPWMパルス幅をホストに返します。

応答は不要な場合でも必ずホスト側で読取ってください。

応答例 Ｕ００２４５７Ｆ ｃｈ４のPWMパルス幅 ５７Ｆ（16進数）

PWMパルス幅変化を有効／無効は変化なし

Ｕ００６４５７Ｆ 同上 PWMパルス幅変化を無効にしたとき

Ｕ００Ａ４５７Ｆ 同上 PWMパルス幅変化を有効にしたとき
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３． ＰＷＭパルス最小値/最大値設定コマンド
（PC DACS-2500Ｋ）

本機能が有効なのはAグループの12chのみです。

アスキーコード文字列 Ｑ × × × × × × ×

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｑ（大文字） ＰＷＭパルス最小値/最大値設定識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）
基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）

ＰＷＭ出力動作内容を指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0

bit23～16 必ず０とする

bit15～12 １２（16進数 Ｃ）： 最小値指定

１３（16進数 Ｄ）： 最大値指定

bit11～0 最小値または最大値を16進数３桁にて指定
12chすべてに共通の値となります。

最小値の初期値 ５６０

最大値の初期値 ２４８０

最小値/最大値は、「エンコーダ入力設定コマンド」にて、

エンコーダ入力によるPWMパルス幅変化を有効としたときか

ら有効となります。

エンコーダ入力によるPWMパルス幅変化が無効（初期値）の

場合は、最小値/最大値共に無効となっています。

16進数に該当しない文字を指定した場合、その位置のデータは、

直前に送信したコマンドの同一位置のデータとなります。

これを、4bit単位の Don't Care として利用することができます。

（注意）直前のコマンドとは異なる種類のコマンドを送信する場合に、

Don't Care を利用すると、出力が不正になります。

④ 区切りマーク

アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定します。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。
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動作

DACS-2500K-RSV24/RCP24基板は、基板識別ＩＤコードが一致する「PWMパル

ス最小値/最大値設定コマンド」を受信すると、指定内容に従って、ＰＷＭパルスの

最小値または最大値を設定します。

パルス幅最小値/最大値が有効となるのは、「エンコーダ入力設定コマンド」にて、

エンコーダ入力によるPWMパルス幅変化を有効とした場合のみです。

エンコーダ入力によるを無効としている場合は、最小値/最大値も無効となります。

パルス幅最小値を設定した時点で、最小値より短いパルス幅を出力しているときは、

ただちに最小値に変化します。同様に、最大値よりも長いパルス幅を出力していると

きは、最大値に変化します。

設定後は、エンコーダ入力による変化とパソコンからの指令の両方共に、最大値と最

小値が有効となります。

「エンコーダ入力設定コマンド」にて、エンコーダ入力によるPWMパルス幅変化を

有効とした場合、出力しているパルス幅が最小値/最大値の範囲外のときは、ただちに

最小値または最大値に変化します。

このコマンドの応答としてデジタル入力状態をＲレスポンスとして応答します。

Ｒレスポンスの詳細は、DACS-2500K-RSV24/RCP24 取扱説明書をご覧ください。

応答は不要な場合でも必ずホスト側で読取ってください。
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４． エンコーダ入力ピン配置

連携している

PWM出力

デジタル入力 bit0 エンコーダ入力 ｃｈ0 A相 PWM出力 ｃｈ0

デジタル入力 bit1 エンコーダ入力 ｃｈ0 B相

デジタル入力 bit2 エンコーダ入力 ｃｈ1 A相 PWM出力 ｃｈ1

デジタル入力 bit3 エンコーダ入力 ｃｈ1 B相

デジタル入力 bit4 エンコーダ入力 ｃｈ2 A相 PWM出力 ｃｈ2

デジタル入力 bit5 エンコーダ入力 ｃｈ2 B相

デジタル入力 bit6 エンコーダ入力 ｃｈ3 A相 PWM出力 ｃｈ3
デジタル入力 bit7 エンコーダ入力 ｃｈ3 B相

デジタル入力 bit8 エンコーダ入力 ｃｈ4 A相 PWM出力 ｃｈ4

デジタル入力 bit9 エンコーダ入力 ｃｈ4 B相

デジタル入力 bit10 エンコーダ入力 ｃｈ5 A相 PWM出力 ｃｈ5

デジタル入力 bit11 エンコーダ入力 ｃｈ5 B相

デジタル入力 bit12 エンコーダ入力 ｃｈ6 A相 PWM出力 ｃｈ6

デジタル入力 bit13 エンコーダ入力 ｃｈ6 B相

デジタル入力 bit14 エンコーダ入力 ｃｈ7 A相 PWM出力 ｃｈ7

デジタル入力 bit15 エンコーダ入力 ｃｈ7 B相

デジタル入力 bit16 エンコーダ入力 ｃｈ8 A相 PWM出力 ｃｈ8

デジタル入力 bit17 エンコーダ入力 ｃｈ8 B相

デジタル入力 bit18 エンコーダ入力 ｃｈ9 A相 PWM出力 ｃｈ9

デジタル入力 bit19 エンコーダ入力 ｃｈ9 B相

デジタル入力 bit20 エンコーダ入力 ｃｈ10 A相 PWM出力 ｃｈ10

デジタル入力 bit21 エンコーダ入力 ｃｈ10 B相

デジタル入力 bit22 エンコーダ入力 ｃｈ11 A相 PWM出力 ｃｈ11

デジタル入力 bit23 エンコーダ入力 ｃｈ11 B相

デジタル入力 bit23～0 は汎用デジタル入力としても使用できます。

エンコーダ入力として使用している場合でも、Ｗコマンドで入力状態を

読取ることができます。
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５． エンコーダ入力配線例

CH12～CH23については
ロータリーエンコーダとの連携操作は

できませんが、パソコンからの指令

での操作は可能です。

RCサーボ RCサーボ

PC

USB

CH0 CH11

DO0 0V DO11 0V

CN2 CN1 CN1

DACS-2500K-RSV24/RCP24

CN3 CN1 CN3 CN1

0V +5V DI0 DI1 0V +5V DI22 DI23

20KΩ 20KΩ

20KΩ 20KΩ

（注）配線長は

A C B 30cm以内が目安 A C B

CH0 CH11

ロータリーエンコーダスイッチ ロータリーエンコーダスイッチ

図３ DACS-2500K-RSV24/RCP24に直接接続する場合
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DACS-2500K-RSV24/RCP24

CN1

CH13～CH24については、ロータリーエンコーダとの連携操作は

できませんが、パソコンからの指令での操作は可能です。

RCサーボ RCサーボ

CH1 CH12

CN7 CN1 CN2

DACS-1750

CN5 CN6 CN6 CN6

0V OUT(+5V) IN(+5V) bit0 bit1 bit22 bit23

（注1）配線長

（注2）スイッチの 2mが以内

電流容量に注意 A C B 目安 A C B

接点に4mA程度が

流れます

CH1 CH12

ロータリー ロータリー
エンコーダスイッチ エンコーダスイッチ

図４ 絶縁アダプタ基板DACS-1750と組合せた構成の場合
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製造販売 ダックス技研株式会社
ホームページ http://www.dacs-giken.co.jp

DACS25KRCPA17620A


